
修正国際基準(公開草案）に対するコメント　　岡山大学　兼田

企業会計基準委員会　御中

　
本年７月３１日付けで公表された「修正国際基準」の公開草案について、下記のとおりコ
メントを提出させて頂きます。
拙い意見ですが、ご検討頂ければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

 １． 　
「のれんの非償却」及び「その他の包括利益（ＯＣＩ）のノンリサイクリング」の２項目
に絞って「削除又は修正」を行われた点は、高く評価されます。
　これらの２項目は現行のＩＦＲＳにおける最大の懸案事項であり、特にＯＣＩのリサイ
クリングを認めないことは、当期純利益の本質を軽視する極めて問題のある会計処理であ
ると言えます。我が国の要望がＩＡＳＢに受け入れられるよう、諸外国の会計基準設定主
体等との連携を大切にしながら、その実現に向けた戦略を練って頂きたい。
　なお、今回の公表がＩＦＲＳの適用に対する消極姿勢ないし後退として受け取られない
よう、国際的発信に留意して頂きたい。

 ２． 　
ＩＦＲＳ第９号では、売買目的保有でない資本性金融商品（株式）の公正価値の変動によ
る評価差額を純利益として認識する方法を原則としていますが、未実現の評価差額を純利
益として認識することは、当期純利益の変容に繋がる大きな問題であると言えます。「そ
の他の包括利益（ＯＣＩ）のノンリサイクリング」の問題に関連して、この点についても
「削除又は修正」の対象とする方向で前向きに検討して頂きたい。
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